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受委託点呼に係る資料（Q＆A集）について

受委託点呼（共同点呼）に係る資料（Q&A集）については、全ト協ホームペー

ジに掲載されています。

平成25年９月24日

公益社団法人全日本トラック協会

第53回「正しい運転・明るい輸送運動」実施計画

この運動は、交通・労働災害事故の防止、環境保全及び輸送秩序の確立により、円滑な輸送

の達成を図り、年末年始の輸送繁忙期における安全、安心な輸送サービスを提供することを目

的とする。

平成25年11月16日（土）から平成26年１月10日（金）まで

全日本トラック協会（以下「全ト協」という。）並びに各都道府県トラック協会

国土交通省、警察庁

経営トップ、管理者及び従業員が一体となって、下記の項目を中心とした取り組みを行うも

のとする。なお、⑴～⑹を事故防止に関する重点項目とする。

経営者及び管理者は、荷主等との運送契約時において、荷役作業の有無、運搬物の重量、

荷役作業方法等について適切な取り決めを行うよう努める。また、取り決めた荷役作業の内

容を「安全作業連絡書」等にまとめ、作業者に周知するとともに、墜落等の危険を伴う作業

においては必ず保護帽を着用させるなどの必要な安全対策を指示し、労働災害事故の防止を

図る。

（参考：厚生労働省「陸上貨物運送事業における荷役作業の安全対策ガイドライン」）

経営者は、健康起因による事故防止を図るため、従業員に健康診断を確実に受診させ、運

国土交通

全 ト 協
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転に支障を及ぼす影響のある異常があると認められた場合は、改善されるまで乗務させない

ようにする。

経営者は、従業員の健康管理を徹底させ、また、運行管理者は点呼を確実に実施し、運転

者の健康状態、疲労の度合い、異常な感情の高ぶり、睡眠不足等について確認し、少しでも

異常があると認められた場合は乗務させないようにする。

運行管理者は、酒気帯び運転、飲酒運転の根絶を徹底するため、全ト協制作の「飲酒運転

防止対策マニュアル」等を活用し、運転者に対する徹底した指導監督を実施するとともに、

アルコール検知器を使用した厳格な点呼の実施を徹底する。

万一、アルコールが微量でも検知された場合は、絶対に乗務させない。

運行管理者は、繁忙期にありがちな無理な運行計画を避け、運行経路、運行時間、休憩地

点等を含む適切な運行指示書の作成や運行計画及び乗務割の作成を行い、運転者の過労運転

防止に努める。

「当社は過積載を絶対にさせない」という方針を改めて徹底させ、万一、荷主サイドから

過積載となるような輸送を依頼された場合は、法令や危険性を十分に説明し、理解と協力を

求める。

また、運行管理者及び運転者は、常に、積載品、積載重量、積載方法等を確認し、過積載

とならないよう徹底する。

経営者及び整備管理者は、「自動車点検整備推進運動」及び「不正改造車を排除する運動」

を積極的に推進し、車両の日常点検及び定期点検の確実な実施に努めるとともに、不正改造

の防止を徹底する。

荷量が増加する年末の繁忙期において、偏荷重が生じない積付けや、荷にロープまたはシー

トをかける等の固縛を正しく行い、安全な輸送の確保を徹底させる。

燃料の使用量を削減し、CO２及び排出ガスの低減を図ることは、業界に課せられた命題

であり、また、一層の事故防止を図る観点から、エコドライブを徹底させる。

輸送の安全確保が最も重要であるという意識を経営トップから現場の運転者まで浸透させ

るため、運輸安全マネジメントにより絶えず輸送の安全性の向上に努めるよう安全意識の高

揚を図る。

運転者は、常に適正な速度、車間距離を保つなど、安全走行を徹底する。また、交通法令

の遵守はもちろんのこと、プロドライバーとしての使命と自覚を持って、一般ドライバーの

模範となるよう、常にやさしさと思いやりのある運転を心掛ける。

運転者は、荷扱いに一層の注意を払い、毀損等の貨物事故の防止を図る。また、常に笑顔

と誠意をもって顧客等に接するとともに、言葉遣いや態度を明快にし、親切、丁寧に対応す

るよう輸送サービスの向上に努める。
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自動車事故対策機構 兵庫支所 からのお知らせ
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阪神高速道路からのお知らせ
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兵庫県トラック協会会長表彰候補者の推薦について

下記により協会会長表彰を行いますので、候補者をご推薦下さるようお願い申し上げます。
なお、提出方法につきましては、表彰の種類を明記のうえ、 にご提出ください。

記

　　平素から業界発展のため尽くされた方。
　　　　　　　長年にわたり運送業務に精励し、その功績が顕著な方。

　　①　功績調書（様式１）
　　　　　　　　②　履歴書　 （様式２）
　　　　　　　　③　その他参考となる資料
　　　　　※ ①・②に関してはコピーしていただき、いずれの記入欄にも詳細明確に記入して下

さい。記入枠が足りない場合は他の用紙に記入して下さい。

　平成26年１月17日（金）

⑴「感　謝　状」
①　トラック運送事業及び利用運送事業の役員として、 若しくは事業歴

を有し、その業務に精励し、当該事業並びに業界の発展に寄与し、
その功績が顕著な の方。

②　本会または本会支部の役員並びに本会部会等の所属員として その業務に精励、
業界の発展に寄与し、その功績が顕著な の方。
　　　※年数及び年齢の計算起点は、 とします。
　　　　　　　（注）　各項①・②のどちらかに該当すれば推薦できます。
⑵「表　彰　状」
イ．危険を省みず職責を遂行し、または重大な事故を未然に防止し、その功績が顕著な方。
ロ．有益な発明・考案・改良または研究を行い、運送事業に著しく貢献した方。
○中間管理者 ①　イまたはロに該当する現在中間管理職の方。
  ②　 中間管理者として自社で 勤務し、成績優秀な

の方。
○その他の従業員 ①　イまたはロに該当する現在従業員の方。
  ②　 従業員として自社で 勤務し、成績優秀な の

方。
○運　　転　　者 ①　イまたはロに該当する現在運転者の方。
  ②　運転者として自社で 勤務し、成績優秀な方。
　　　　　　（注）　各項①・②のどちらかに該当すれば推薦できます。
○本会または本会支部の職員
   　本会または本会支部の職員として、 その業務に精励し、

当該事業の発展に寄与し、その功績が顕著な方。
　　※年数及び年齢の計算起点は、 とします。

事務局からのお知らせ



兵ト協会長表彰

功　　績　　調　　書

※次の表彰の種類いずれかに○して下さい。

支　部　名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

※ご記入いただいた個人情報は、当協会表彰規程にもとづく会長表彰の推せんの為のみに使用いたします。

１．事 業 所 の 住 所

名 称

代 表 者 氏 名

２．被 表 彰 候 補 者 の

役 職 ・ 氏 名

生 年 月 日

３．推 せ ん 順 位

４．推 せ ん 理 由

５．賞罰、勤務成績素行

等参考となる事項

ふ  り  が  な



兵ト協会長表彰

履　　　　歴　　　　書

※ご記入いただいた個人情報は、当協会表彰規程にもとづく会長表彰の推せんの為のみに使用いたします。

（作成者氏名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（連絡先）

本 籍

現 住 所

氏 名

生 年 月 日

学 歴
（最　　終　　学　　歴）

資 格
（各  種  免  許  事  項）

職 歴

そ の 他

ふ　　　　　  り　　　　　  が　　　　　  な
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交通安全祈願祭並びに交通事故犠牲者慰霊祭を挙行

9月26日、神戸市中央区の生田神社において第13回兵庫県トラック協会交通安全祈願祭並び

に交通事故犠牲者慰霊祭を厳かに執り行いました。

秋晴れの中、本殿において正・副会長をはじめ各支部長、交通対策委員長など63名が出席し、

交通安全祈願祭を行いました。福永会長、藤井副会長が協会を代表して玉串を奉奠、出席者全員

が二礼二拍手一礼し交通安全を祈願しました。

続いて神社会館で交通事故犠牲者慰霊祭を行い、福永会長が祭文を奏上し、「交通安全、事故防

止は我々の義務であり、兵庫県トラック協会は業界をあげて交通事故撲滅に取り組んでおり、交

通事故防止に向け最大限の努力を傾注する」ことを諸霊に誓いました。

福永会長、各副会長、各支部長、交通対策委員長、出席者全員が玉串を奉奠し、交通事故の犠牲

になられた諸霊の平安を祈念し斉了いたしました。
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第18回全国トラック運送事業者大会に参加

10月9日、北海道札幌市のニトリ文化ホール、ホテルさっぽろ芸文館で、第18回全国トラック

運送事業者大会が開催され、全国のトラック運送事業者約1500人が参加し、当協会からも22人

が出席しました。

分科会では第一分科会「トラック業界の安全対策の構築について」、第二分科会「トラック業界

の経営基盤の強化について」2つのテーマでそれぞれ活発な議論がされました。

記念講演では、「ゼロから創る発想がこれからの経営だ。」をテーマに株式会社YOSHIMI代表

取締役オーナーシェフの勝山良美氏が自身の経験を踏まえた独自の経営哲学について講演されま

した。

大会最後の全体会議は、各分科会での討議結果について報告されました。その後、10項目の大

会決議を満場一致で採択し、参加者全員でガンバローコールを行い、業界一丸となって難局を突

破していくことを誓いました。

大会決議

一　軽油高騰対策の推進及び軽油引取税の当分の間税率の廃止

一　高速道路料金の引き下げ及び大口多頻度割引制度の拡充

一　規制緩和の見直しの促進

一　五トン超車両を十八歳から運転可能な制度の実現

一　地球温暖化対策税の還付制度の創設及び自動車関係諸税の簡素化・軽減

一　交通・労災事故撲滅及び環境・省エネ対策の積極的な推進

一　原価管理の徹底及び適正運賃収受

一　法令遵守の徹底と輸送秩序の確立

一　事業後継者の育成と少子高齢化に対応した労働力の確保

一　大規模災害発生時における緊急輸送体制の確立
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2013年度トラックの日イベントが開催されました

10月13日（日）、マリンピア神戸（おさかな広場）で「トラックの日」広報のためトラッ君スタ

ンプラリー、PRイベントを展開しました。

雲一つない秋晴れの中、ラジオ放送、新聞広告等で募集した一般市民の方々 600名が、マリン

ピア神戸を出発し明石海峡大橋を巡るウォークラリーに参加し、楽しい1日を過ごしました。ま

た、白バイとの記念撮影、県警音楽隊による演奏、大阪ガスによるCNGトラック展示、JAFによ

る子供免許証作成などを通じ多くの方々へPRを行いました。

ゴール後のアトラクションではトラック輸送の重要性をPRし、当業界に対する理解を深めて

いただきました。

ご協力いただいた皆様、誠にありがとうございました。ご苦労様でした。
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委員会だより
平成25年度第１回法人組織改革等検討委員会
日　時　　平成25年９月10日（火）　

場　所　　兵庫県トラック総合会館

委員16名が出席し、下記事項を協議しました。

協議事項

１．正副委員長の選任について

２．具体の検討事項と進め方について

３．その他

委員長　　　原岡 謙一 氏　　㈱原岡運送店

副委員長　　櫻井 光男 氏　　加西合同貨物自動車㈱

副委員長　　小松 俊博 氏　　日の丸運送㈱

平成25年度第２回法人組織改革等検討委員会
日　時　　平成25年10月15日（火）　

場　所　　兵庫県トラック総合会館

委員15名が出席し、下記事項を協議しました。

協議事項

1．本部と支部の関係について

2．その他

平成25年度第４回総務委員会
日　時　　平成25年10月15日（火）　

場　所　　兵庫県トラック総合会館

法人組織改革等検討委員会の後、松原副会長、他委員13名が出席し、下記事項を協議しました。

協議事項

１．平成26年度税制改正要望について

２．燃料高騰対策本部の設置について

３．平成25年度上半期収支予算の執行状況について

４．その他
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平成25年度　陸上貨物運送事業
年末・年始労働災害防止強調運動実施要綱

陸災防においては、本年度新たに「陸上貨物運送事業労働災害防止計画」（計画期間　平成

25年度～29年度）を策定し、５年間で労働災害による死亡者数を20%減少させる（平成29年に

は、年間105人以下とする。）、死傷者数を10%以上減少させる（平成29年には、年間１万２千

400人台前半以下とする。）、過重労働による健康障害を防止する、腰痛症を減少させる。とし

た目標を設定し、その目標を達成するため、積極的な安全衛生活動を展開しているところで

ある。

特に、死傷災害は最近増加傾向にあるが、その約７割が荷役運搬関係の作業によるもので

あることから、荷役災害の防止に重点的に取組む必要がある。

荷役運搬関係の作業における労働災害防止対策に関しては、平成25年３月に厚生労働省か

ら「「陸上貨物運送事業における荷役作業の安全対策ガイドライン」（以下「荷役ガイドライン」

という。）」が公表されたことを踏まえ、目下、その周知・普及に向け取り組んでいるところ

である。

このような取組を推進するに当たって、各企業・事業場においては、労働安全衛生関係法

令を遵守することはもとより、職場の安全衛生管理体制を確立して適切に機能させるととも

に、経営者と従業員が一致協力して自主的な安全衛生活動を継続的・効果的に行っていくこ

とが何より重要である。このため、職場に潜む危険の芽を事前に摘み取ってリスクの低減を

図り、安全度の高い職場の実現を目指す取組である危険予知活動（KY活動）、リスクアセス

メント、労働安全衛生マネジメントシステム等の定着を図っていく必要がある。

また、陸運業における荷役運搬作業については、荷主先等で作業を行う場合が多く、また、

荷主、配送業者、元請業者等（以下「荷主等」という。）が提供する荷の積卸し現場の作業環

境や荷主等が示す発注条件の影響を受けやすいことから、荷役ガイドラインでも示されてい

るとおり、荷主等及び荷主関係団体とも密接な連携協力を図り、労働災害防止対策を推進し

ていくことが必要である。

以上を踏まえ、

「呼びかけよう　荷役作業は荷主と協力　連係プレーで安全確保」
をスローガンに、この12月１日から来年１月31日までの２か月間を平成25年度年末・年始労

働災害防止強調期間として、労働災害防止の重要性について認識をさらに深め、労働災害防

止のために以下の取組を行うこととする。

呼びかけよう　荷役作業は荷主と協力　連係プレーで安全確保
（平成25年度安全衛生標語　荷役部門入選作品）
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陸上貨物運送事業労働災害防止協会の本部及び各都道府県支部

厚生労働省

会員事業場

イ　支部が行う交通事故・労働災害防止大会等の開催、陸運災防指導員等による安全パト

ロール、個別指導・集団指導等の実施、安全研修会等の実施、陸運災防指導員会議等の開

催、街頭宣伝活動等の広報活動の実施等について、支援・協力を行う。

ロ　「陸上貨物運送事業労働災害防止規程」の周知徹底に努める。

ハ　リスク低減の取組を推進するため、危険予知活動（KY活動）、リスクアセスメントの手

法、「陸運業における労働安全衛生マネジメントシステムガイドライン」（リクムス）等の

周知・普及に努める。

ニ　厚生労働省公表の「荷役ガイドライン」（平成25年３月）の周知徹底を図る。

ホ　「荷役作業時における墜落・転落災害防止のための安全マニュアル」や「荷役作業時に

おける墜落防止のための安全設備マニュアル」の周知・徹底、「フォークリフトの作業開

始前点検の進め方」（DVD）の周知・普及に努める。

ヘ　「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」や「交通労働災害防止のためのガイ

ドライン」の周知・徹底、「ITを活用したリアルタイム遠隔安全衛生管理手法」の周知・

普及に努める。

ト　都道府県労働局、全日本トラック協会等関係行政機関、団体等に対し本運動の実施につ

いて協力依頼を行う。

チ　広報誌「陸運と安全衛生」、ホームページ等により、本運動の趣旨及び実施事項等につ

いて周知・徹底を図る。

リ　安全ポスター、のぼり等の作成・配布により、本運動の気運の醸成を図る。

都道府県労働局・労働基準監督署、都道府県トラック協会等関係行政機関、団体等の支援・

協力を得て、次の取組を行う。

イ　交通事故・労働災害防止大会等の開催、陸運災防指導員等による安全パトロール、個別

指導・集団指導等の実施、安全研修会等の実施、陸運災防指導員会議等の開催、街頭宣伝

活動等の広報活動の実施等を行う。

イ　支部役職員、陸運災防指導員等による安全パトロール、個別指導・集団指導を実施す
るに当たっては、「職場の安全衛生自主点検表」を活用する。

ロ　陸運災防指導員会議等において、死亡災害要因分析シート、交通労働災害防止のため
のリスクアセスメントチェックシート、過重労働防止を重点とする交通労働災害防止点

呼シート等を活用した効果的な取組を進める。

ハ　「陸上貨物運送事業労働災害防止規程」の周知に努める。
ニ　「荷役ガイドライン」の周知徹底を図るとともに、関係行政機関や関係団体の協力も
得ながら、荷主や配送先に対し、荷役ガイドラインが示す内容についての協力要請を行



14

う。

ホ　「荷役作業時における墜落・転落災害防止のための安全マニュアル」や「荷役作業時
における墜落防止のための安全設備マニュアル」の周知、「フォークリフトの作業開始

前点検の進め方」（DVD）の活用による作業開始前点検の徹底に努める。

ヘ　「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」や「交通労働災害防止のためのガ
イドライン」の周知と会員事業場における同ガイドラインに基づく交通労働災害防止対

策の推進を図る。また、「ITを活用したリアルタイム遠隔安全衛生管理手法」の周知に

努める。

ト　先取り型の安全衛生対策として、「リスクアセスメントイラストシート」（図書）等を
活用したリスクアセスメントの手法の周知・普及、「こうすれば導入できる労働安全衛

生マネジメントシステム」（図書）等を活用した労働安全衛生マネジメントシステムの

周知・普及を図る。

ロ　広報誌、ホームページ等により本運動の趣旨及び実施事項等の周知徹底を図る。

ハ　安全旗の掲揚、安全ポスター・のぼり等の掲示を行う。

イ　経営トップは、労働災害防止のためにその所信を明らかにするとともに、自らが職場の安

全パトロール等を行い、労働災害防止について従業員への呼びかけを行う。

ロ　安全管理者、安全衛生推進者等は、本運動期間中「職場の安全衛生自主点検表」により職

場の安全衛生点検を行う。

ハ　安全旗の掲揚、安全ポスター・のぼり等の掲示を行う。

ニ　「荷役ガイドライン」に基づき、荷主等の協力を得て積卸し作業の内容の確認・把握を行い、

荷役作業に伴う安全上の確認事項をあらかじめ運転手に提供できるように、荷主等との「運

送契約時に必要な連絡調整に係る事項」の文書による取決めや「安全作業連絡書」の活用を

図る。

参考リーフレット等

○陸上貨物運送事業労働災害防止計画（平成25年度～29年度）

○陸運業の労働災害を防止しましょう～新しい「陸上貨物運送事業労働災害防止規程のあ

らまし」～

○　荷役作業安全ガイドラインのあらまし～陸運事業者と荷主等のみなさまが連携した荷

役災害の防止～

○　安全作業連絡書の活用を！

○　荷役作業時の労働災害を防止しましょう

　　～荷役作業時における墜落・転落災害防止のための安全マニュアル～

○　荷役作業を安全に

　　～荷役作業時における墜落防止のための安全設備マニュアル～

○　「交通労働災害防止のためのガイドライン」のポイント

○　交通労災防止のための新しい安全衛生管理手法のすすめ

　　～ITを活用したリアルタイム遠隔安全衛生管理手法～

※　職場の安全衛生自主点検表は、兵ト協ホームページに掲載していますのでダウンロー

ドして下さい。
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労働安全衛生法に係る技能講習のご案内 〈兵庫労働局登録教習機関［兵労基安登録第14号］〉

 はい作業主任者技能講習会のお知らせ
陸上貨物運送事業労働災害防止協会　兵庫県支部

「はい」とは、荷の保管、仮置、検数、薫蒸などを行うために倉庫、上屋または土場に積み重ねら

れた荷（小麦、大豆、鉱石等のばら物を除く）の集団をいいます。

高さが２メートル以上の「はい」作業（荷役機械の運転者のみによって行われるものを除く）を

行っている事業場では労働安全衛生法第14条によるはい作業主任者の資格を取得させ、そのう

ちから「はい作業主任者」を選任して作業をしなければなりません。

１．講習日時・会場　注：当日は８時45分より受け付けします。

講習日時
１日目 平成25年11月27日（水） ９時～17時（座学講習）

２日目 平成25年11月28日（木） ９時～18時 （座学講習、修了試験）

講習会場 　神戸市灘区大石東町２丁目４－27
※受講者の為の駐車場はありません。

２．受 講 料

受  講  料 テキスト代 合　　計

兵ト協会員 ６，５００円
（内消費税５％　309円）

無　料
（陸災防兵庫県支部負担）

６，５００円
（内消費税５％　309円）

非　会　員 ６，５００円
（内消費税５％　309円）

１，５００円
（内消費税５％　71円）

８，０００円
（内消費税５％　380円）

３．受講資格

※　受講申込書に実務経験証明書が付随しています。

です。（ ）

４．申込要領

（１） 陸運労災防止協会兵庫県支部事務局へ定員枠の空き状況を電話で確認し、

を行ってから次の で次の申込先に郵送して下さい。

ただし、期間にかかわらず定員に達し次第締め切ります。

（定員に空きがあれば、前日まで受付可能ですので、お問合せ下さい。）

①　 （Ａ４サイズにコピーまたは、切り取ってご使用して下さい）

②　 （サイズ縦3.6～4㎝、横2.4～3㎝）

※ 

２枚の内うち１枚は、①の受講申込書に貼り付けて下さい。
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③　

※　

④　

納入された受講料は、受講票を発行した以後は、一切返金いたしません。

受講票は、申込後約１週間程度で所属事業場宛てに郵送いたします。

（申込先）

〒657－0043　神戸市灘区大石東町２丁目4－27 兵庫県トラック協会内
陸運労災防止協会兵庫県支部
電 話（078）８８２－５５５６

※　持参される場合の受付時間は、10時～16時（12時～13時は除く）。

５．持　参　品

受講票・筆記具（えんぴつ・消しゴム）

６．修　了　証

法定の講習時間を受講し、修了試験に合格した方には、当日、修了証を交付いたします。

２日のうち１日でも欠席の場合は不合格となります。

７．留 意 事 項

修了試験において不合格となった場合、

となりますのでご留意下さ

い。

至灘 ＪＲ西日本
ＪＲ六甲道駅

至住吉

至神戸 国道２号線

国道43号線

至大阪

至大石 至石屋川

至神戸 至大阪

メイン六甲ロータリー

ウェルブ六甲道2番街

銀行

歩道橋
銀行

関西
スーパー

六甲道
南公園

神戸市環境局
灘事業所

兵庫県
トラック協会

※利用交通機関
　ＪＲ六甲道駅から徒歩約10分
　阪神新在家駅から徒歩約５分

大石東第２住宅
シルバーハイツ
大　石　東

灘
区役所

グランド六甲
（ボウリング）

ベルコ
シティ
ホール

たばこ 公園

公園

阪神電鉄

烏帽子中学校

マンション

スーパーマルナカ

阪神新在家駅

ダイハツ

バイク屋

灘
郵
便
局

スーパートーホー

はい作業主任者技能講習会場
兵庫県トラック総合会館

神戸市灘区大石東町２丁目４番２７号
ＴＥＬ（０７８）８８２－５５５６
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陸上貨物運送事業労働災害防止協会兵庫県支部

平成25年度　技能講習等 実施計画表
兵庫労働局長登録教習機関

◆ はい作業主任者技能講習（各回 2日間）
　 講師氏名　（学科）上野勝司、吉永良一

実施日時 講習科目（時間） 種類 実施場所

第２回 11月

27日（水） 9:00 ～ 17:00 はいに関する知識（３）
人力作業に関する知識（５）
機械荷役に関する知識（３）
関係法令（１）

学科

兵庫県

トラック

総合会館

（神戸市）
28日（木） 9:00 ～ 18:00

第３回
H26

2月

12日（水） 9:00 ～ 17:00 はいに関する知識（３）
人力作業に関する知識（５）
機械荷役に関する知識（３）
関係法令（１）

学科

兵庫県

トラック

総合会館

（神戸市）
13日（木） 9:00 ～ 18:00

日程、開催地、定員等のほか、法で定められている講習科目の時間を満たした上で開始及び終

了時間を繰り上げ又は繰り下げ等、変更する場合があります。
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“軽油は兵庫県下で買いましょう”

（平成 25 年 9 月末現在） （単位：円／㍑）

区分

集計月

ローリー 組 合 カ ー ド スタンド

平 均 平 均 平 均 平 均

平成24年10月 101.70 103.83 111.74 111.96

平成24年11月 99.98 103.41 109.26 109.95

平成24年12月 99.90 102.43 108.13 108.31

平成25年１月 102.31 105.21 110.11 111.17

平成25年２月 105.37 106.93 113.72 115.12

平成25年３月 110.17 111.60 117.11 117.32

平成25年４月 110.88 112.96 118.02 118.86

平成25年５月 109.47 113.19 118.24 118.68

平成25年６月 107.21 109.08 117.56 116.20

平成25年７月 106.44 109.32 116.33 115.33

平成25年８月 109.60 111.37 116.28 119.35

平成25年９月 110.23 111.92 120.35 120.35

平成25年10月 110.68 113.35 120.28 120.08

年 間 平 均 106.46 108.82 115.17 115.59

※前月分の価格データを集計しています。 （消費税抜き）

（兵ト協調べ） （単位：円／ ㍑）

区分

元売名

ローリー 組 合 カ ー ド スタンド

平 均 平 均 平 均 平 均

新 日 本 111.28 112.80 123.48 121.07

出 光 110.35 115.96 119.60 121.00

Ｊ エ ナ ジ ー 122.00

コ ス モ 108.78 113.50 120.00 121.50

昭 和 シ ェ ル 110.30 113.00

モ ー ビ ル 113.32 119.00

エ ッ ソ 113.55 112.00 124.50

そ の 他 110.12 112.24 116.26 118.68

総 計 110.68 113.35 120.28 120.08

25
／
8

全国平均 110.91
調査なし

117.35 118.32

近畿平均 109.78 115.90 118.98

（消費税抜き）
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入会年月日 支部名 種別 会社名 代表者名 主たる連絡先

25.９.24 北播
一般

利用
㈱松　　　本 田 中 葉 子

〒679-0106

加西市豊倉町491-1

TEL   0790-47-0163

FAX   0790-47-0163

９.30 神戸中央 一般 神戸山口運送㈱ 池 田 　 勲
〒652-0812

神戸市兵庫区湊町3-1-20

TEL   078-576-1230

FAX   078-578-6448

９.30 神戸中央 一般 ㈱神戸山口運送 林 　 昇 平
〒650-0045

神戸市中央区港島6-2-1

TEL   078-576-1590

FAX   078-578-6448

９.30 神戸中央 一般 ㈱山口運送 能 勢 勝 敬
〒650-0045

神戸市中央区港島6-2-1

TEL   078-576-1178

FAX   078-578-6448

10.10 北播 一般 阪神トランスポート㈱ 藤 岡 正 哉
〒574-0064

大阪府大東市御領1-10-4

TEL   072-874-8894

FAX   072-874-8893

退会年月日 支部名 種別 会社名 代表者名

25.９.30 北播 一般 宮 崎 運 送 ㈲ 宮 﨑 広 子

９.30 但馬 一般 ㈲ 北 兵 庫 運 送 川 元 賢 哉

10.２ 西播 一般 ㈲ 柴 田 運 送 店 桜 井 　 晃

10.２ 西宮
一般

利用
㈱ 三 好 商 店 矢 野 善 嗣

ご協力ありがとうございました

Ｈ 25・10・18 北神運輸㈲ 共済会  12,500 円
10・23 ㈱イエローサービス  4,291 円

交通遺児の募金を寄せられた会員

（平成25年10月23日現在）
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　ご受賞おめでとうございます。

櫻井光男氏

25.10.28
平成25年度自動車関係
功 労 者 大 臣 表 彰

櫻井光男氏（加西合同貨物自動車株式会社）

25.10.25
優良自動車運送事業者
近 畿 運 輸 局長 表 彰

 尼崎南運輸株式会社（代表取締役　中島　孝博）

 第一運輸作業株式会社（代表取締役　礒野　功裕）

 東和通商株式会社神戸営業所（所長　津村　　勇）

 都宝産業株式会社（代表取締役　龍山　安雄）

 山手物流有限会社（代表取締役　里岡　昭一）

 株式会社ユーパワーロジ（代表取締役　上田　勝嗣）

後列左から
㈱ユーパワーロジ 山手物流㈲ 東和通商㈱ 都宝産業㈱
上田勝嗣氏 里岡昭一氏 津村　勇氏 横山智樹氏

前列左から
尼崎南運輸㈱ 第一運輸作業㈱
松浦輝明氏 礒野功裕氏
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25.10.9
平 成 2 5 年 度
道路運送事業等運転者
永年勤続近畿運輸局長表彰

足立吉範氏（石見サービス株式会社）

植木　治氏（堀部運送株式会社）

奥野松喜氏（株式会社神戸急配社）

小山英明氏（株式会社ヨシダ商事運輸）

田中貞男氏（田中運輸株式会社）

奈良裕二氏（堀部運送株式会社）

新田恒久氏（兵庫トランスポート株式会社）

森本茂彦氏（三田運送株式会社）

矢野昭博氏（石見サービス株式会社）

横山博一氏（兵庫トランスポート株式会社）

前列左3人目
足立吉範氏

前列左2人目
小山英明氏

前列右2人目
植木　治氏

後列右
矢野昭博氏

後列左3人目
新田恒久氏

後列左
横山博一氏

前列右
奈良裕二氏
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安全装置等導入促進助成事業の対象機種追加について

下記の機種が追加されました。
バックモニター
・日本セラミック株式会社　OSDソナーシステム　E215-TM00、F215-TS00

会員名簿の訂正とお詫び

兵ト協ニュース10月号に同封し配付させていただきました上記会員名簿の記載内容について、
以下の誤りがございましたので、お知らせ致しますとともに、お詫びのうえ下記のとおり訂正さ
せていただきます。
つきましては、大変お手数ですが、お手元の会員名簿について、訂正をお願いいたします。
この度は、会員の皆様と該当の事業者様、関係者様に大変ご迷惑をお掛けいたしましたこと心
より深くお詫び申し上げます。

社団法人兵庫県トラック協会　総務部

ページ 支部 会 社 名 項目 誤 正

15 東部 冨士運輸㈱ 事業種別 般 般・利

33 西宮
ロジテム

トランスポート㈱
代表者名 三浦　正洋 三宅　正洋

37 丹有 エス・トランスポート㈱ 代表者名 小椋　美雪 小椋　博之

57 東神戸 間口陸運㈱

代表者名 富長　吉信 富永　吉信

ＴＥＬ 06（6572）5601 06（6572）5605

ＦＡＸ 06（6572）5660 06（6575）0565

65
神戸

中央
神戸通運㈱ 代表者名

原田　　弘

小林　正春

三輪　吉郎

原田　　弘

小林　正春

67
神戸

中央
㈲たくみ運輸 代表者名 齋藤　裕彦 齊藤　裕彦

77 兵庫 興隆産業㈱

〒 652-0854 652-0881

主たる

連絡先

神戸市兵庫区和田岬町

1丁目1番2号

三菱電機（株）

神戸製作所内

神戸市兵庫区松原通

5丁目1-10

ＴＥＬ 078（651）5011 078（652）3811

ＦＡＸ 078（651）3844 078（652）3816

115 北播
ミフネ

トランスポート㈱
代表者名 中熊　秀司 古小路　冨雄

128 東播 フジプレ販売㈱ 代表者名 名村　信弘 名村　信彦

＊ ＊
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月日 行事名 場  所 月日 行事名 場  所

10・２ 神戸マラソン実行委員会　第２回幹事会    兵庫県学校厚 生 会 館 － 11月の予定－

９ 道路運送事業等運転者永年勤続表彰 運 輸 局 11・１ 踏切事故防止キャンペーン（～ 10 日

第 18 回全国トラック運送事業者大会    ホ テ ル
さっぽろ芸文館他 整備管理者選任後研修 兵 ト 協

11 共同点呼 監査方針＆処分基準　説明会    西 部 研 修
セ ン タ ー 全ト協青年部会　四国ブロック大会    高松国際ホテル（ 香 川 県 ）

13 トラックの日のイベント    マリンピア神 戸 ５ 「トラック業界の要望を実現する会」    ザ・キャピトルホテル 東 急

15 海コン部会定例役員会 兵 ト 協 ６ 阪神海コン研究会 兵 ト 協

法人組織改革等検討委員会 兵 ト 協 整備管理者選任後研修    姫 路 市
勤労市民会館

阪神海上コンテナ協議会 兵 ト 脇 第 22 回　暴力団追放兵庫県民大会    神 戸 文 化
ホ ー ル

総務委員会 兵 ト 協 ７ 荷主とのパートナーシップ構築セミナー 兵 ト 協

16 神戸マラソン実行委員会　第２回総会   兵庫県公館 ８ 第 23 回五ブロック女性経営者交流会    ホ テ ル
日 航 奈 良

自動車関係団体連絡会   自動車会館 ９ 全ト協青年部会　中国ブロック大会    リーガロイヤルホテル広島（広島県）

17 原価意識向上実践セミナー 兵 ト 脇 15 法人組織改革等検討委員会 兵 ト 協

18 原価意識向上実践セミナー    兵 ト 協
西部研修センター 全ト協青年部会中部ブロック大会    名 古 屋

国際ホテル（愛知県）

安全防災講習会    神 戸 海 洋
博 物 館 16 正しい運転・明るい輸送運動（全ト協）

全ト協青年部会　北陸信越ブロック大会    ホテルニューオータニ高 岡（ 富 山 県 ） 西播磨貨物運送事業協同組合研修会    姫 路
キャッスルホテル

近ト協　第２回理事会    新・都ホテル（ 京 都 市 ） 兵青協HOT21「定例会」    城 崎
民宿よしおか

21 共同点呼 監査方針＆処分基準　説明会②    西 部 研 修
セ ン タ ー 19 物流セミナー 兵 ト 協

22 共同点呼 監査方針＆処分基準　説明会 兵 ト 協 研修会・神戸市環境局との意見交換会    神戸商工貿易センタービル14F

24 引越管理者講習会 兵 ト 協 20 整備管理者選任後研修    和 田 山
ジュピターホール

パートナーシップ兵庫会議書面化推進ワーキング会議 兵 ト 協 21 環境と物流を考えるフォーラム 兵 ト 協

三木会 兵 ト 協 27 第２回はい作業主任者技能講習 兵 ト 協

KTS正副会長会議    敦 煌
（ 大 阪 府 ） 28 第２回はい作業主任者技能講習 兵 ト 協

25 優良自動車運送事業者表彰 運 輸 局 「グリーン経営講習会」    神戸国際会館セミナーハウス

地方貨物自動車運送適正化実施機関指導員永年功労局長 運 輸 局 29 トラック追突事故防止セミナー 兵 ト 協

取扱部会「正副部会長・監事」会議  神戸市内 － 12月の予定－

26 ドライバーコンテスト全国大会   茨城  ・東京 12・１ 年末の交通事故防止運動

27 近畿府県合同防災訓練    湖東物流センター（ 滋 賀 県 ） ３ 安全マネジメント内部監査講習会    兵 庫 県
自動車会館

29 運行管理者「一般講習」 兵 ト 協 ５ 全ト協常任理事会

第４回全ト協青年部会正副部会長会議    東 京 都
トラック総合会館 ６ 人権啓発研修会    兵庫県自勒車整 備 会 館

全ト協利用運送・積合部会副部会長・監事・合同会議 全 ト 協 重畳．鉄鋼部会「研修会」 六 甲 荘

全ト協青年部会　第１回全国代表者会議    東 京 都
トラック総合会館 ９ 常任理事・支部長合同会議 兵 ト 協

30 全ト協　引越部会正副部会長・各県部会長合同会議 全 ト 協 10 荷役作業安全ガイドライン説明会 兵 ト 協

11 ダンプ部会情報交換会 兵 ト 協

12 整備管理者選任後研修 兵 ト 協


